



科書大系・往来編』 、石川松太郎『往来物の成立と展開』といった先駆的な業績によって先鞭がつけられたが その成立過程および系譜の考察が主であ 。二千年代に入ってから相次いだ研究書の刊行によって、ようやくそ 社会的役割の検討にも目が向けられるに至った。しかし依然として教育史の観点すなわち「庶民教育 テキストである」という固定観念か 逸脱することはなかった。そ ため本稿で検討をおこなう「参詣型 往来についても、 「 『道中膝栗毛』が流行するような旅行ブームに乗っかった一時的なもの」という評価しか与えられてこなか た。この意味で、往来物の社会的役割への考察は未だ多くの可能性を秘めたものであると考える。  そこで本論では、おもに江戸で出版された往来物に焦点を当て、次の通り時代区分
を行った。第一期（明和～寛政期） 、第二期（寛政六年～文化十年） 、第三期（文政四年～） 、第四期（文政五年 ） 、第五期（天保三年～） それである。第一期は上方で出版されていた定番往来物 出版、第二期・第四期はオリジナルな出版が行われた時 書物と寺社参詣
原
  淳一郎
はじめに❶関東における参詣型往来の時代区分❷花屋 出版計画と寺 参詣の大衆化❸関東各参詣地の名所案内記類❹往来物 伝播と地方出版の活性化おわりに
期、第三期・第五期はそれぞれ前の時期の焼き直しをしていた時期と言える。ただし第二 は比較的自由な発想のもと刊行が行えていたが、すでに巷に名所案内や地誌が溢れつつあった第四期は他作品との差別化を図る必要性に迫られた。また十返一九のように他作品から転用するなど安易な刊行も目立ち、内容よりもむしろ作者の知名度による販売戦略が特徴であった。　
参詣型往来が登場した寛政期は、三都などわずかな場所をのぞいて「旅の大衆化」



























































この大系ならびに、はじめての往来物に関す 体系的な研究書 も える石川松太郎氏の『往来物の成立と展開』
〔雄松堂、一九八八年〕
におい
































































































論、そして羽賀祥二氏 史蹟論、これらをいかに咀嚼し、化政文化までの道筋を描い いくか 、目下の課題ではないだろうか。❶関東における参詣型往来の時代区分　
まずは参詣型往来の時代区分を行わなくてはならない。ところが、 『日













    　　書名  　　　　　　　　　刊行年　　　　　　　　　　版元・作者　　　　　　　　　　　　　　
第一期
隅田川往来  明和八年  西村屋与八
新編松島往来  天明八年  花屋久次郎（星運堂）　膝耕徳
第二期
真間中山詣  寛政二年春 花屋久次郎　膝耕徳
飛鳥山往来  寛政三年  須原屋文助・三崎屋清吉合梓　佐熊耕梁編
上州妙義詣  寛政六年  花屋久次郎　高井蘭山・高橋尚富
矢口詣  寛政六年  花屋久次郎　高井蘭山
日光拝覧文章  寛政六年  柳塘山人書
（江島詣）  寛政六年頃 花屋久次郎
（池上詣）  寛政六年頃 花屋久次郎
雑司谷詣  寛政七年  花屋久次郎（高井蘭山）
府中六所詣  寛政七年  花屋久次郎
成田詣  寛政七～十年 花屋久次郎　膝耕徳・高井蘭山
新編王子詣  寛政十年  花屋久次郎
（鹿島詣）  寛政十一年　 山口屋藤兵衛　膝耕徳書　
   　花屋板と同内容・文政頃の再板の可能性あり・花屋が寛政十一年に刊行したものか
新編筑波詣  寛政十二年 花屋久次郎　高井蘭山
鹿島詣文章  寛政十二年 花屋久次郎　膝耕徳書
（鹿島詣文章）  寛政十二年 岩戸屋喜三郎　膝耕徳書　前書と同内容・文政六年か
亀井戸もうで  寛政十三年 前川六左衛門・若林重左衛門合梓　楠花堂作・跋
寛政新編江ノ島詣文章 寛政期  花屋久次郎　膝耕徳書　仙鶴堂の再板あり
身延詣  寛政～享和 花屋久次郎　円亭九狐
鎌倉詣  寛政～享和 花屋久次郎　高井蘭山校　勝間龍水編
江島鎌倉往来  享和元年  鶴屋喜右衛門（仙鶴堂）




  　　  書名  　　　　　　　　刊行年　　　　　　　　　　　版元・作者　　　　　　　　　　　　　　
享和新編浅草詣文章 享和二年  花屋久治郎　山口屋藤兵衛（錦耕堂）の再板あり
菅原詣  享和二年  花屋久治郎　尾崎直中作　高井蘭山補
榛名詣  享和三年  花屋久治郎　清水玄叔著・高井蘭山閲・膝耕徳
改訂再板竜田詣〈頭書隅田川往来〉　文化六年 蔦屋重三郎（耕書堂）
笔道幼学竜田詣倭文章 文化六年  花屋久次郎
東海道往来  文化六年  花屋久次郎 
鎌倉詣  文化七年  花屋久次郎　高井蘭山校　蓮池堂作・書
隅田川往来  文化八年  西村屋与八
六阿弥陀詣  文化八年  （十辺舎一九）
房州小湊誕生寺詣 文化九年　 鶴屋金助（双鶴堂）高井蘭山
堀内詣  文化十年  花屋久次郎（高井蘭山）
筑波詣  文化十年  花屋久次郎　高井蘭山
飛鳥山往来  文化十一年 前川六左衛門
房州誕生寺詣  文化十四年 鶴屋金助　高井蘭山
新撰六阿弥陀詣  文化十四年 西村屋与八
第三期
上州妙義詣   文政四年   山本平吉
成田詣文章  文政四年  山本平吉　膝耕徳
新鐫（撰）身延詣 文政四年  山本平吉　円亭九狐作
堀内詣  文政四年  山口屋藤兵衛　花屋文化十年板の再板
和歌浦名所文章  文政四年  鶴屋喜右衛門
（房州小湊誕生寺詣） 文政頃か  山口屋藤兵衛　高井蘭山　双鶴堂文化九年の再板か
（浅草詣文章）  文政頃か  山口屋藤兵衛　花屋板享和二年板の再板か
（鹿島詣）  文政頃か  山口屋藤兵衛　花屋板寛政十二年板の再板か
第四期
目黒詣文章  文政五年　  西宮新六
（戸隠善光寺往来） 文政五年  西宮新六　十返舎一九
住吉往来  文政五年   西村屋与八
金毘羅詣  文政五年  西宮新六　十返舎一九
播州名所廻  文政五年  西宮新六　十返舎一九
大山廻富士詣  文政五年  西宮新六　十返舎一九　和漢三才図会を種本とする
箱根社道了宮七湯廻文章 文政五年  西宮新六　十返舎一九　東図本は信州木内郡中条村の物か
武州三峯山詣  文政五年頃 西宮新六
武州御嶽山詣  文政五年頃 西宮新六
武陽高尾山詣  文政五年頃 西宮新六
上州草津温泉往来　 文政六年  西宮新六　十返舎一九
新撰富士詣  文政六年　　  西村屋與八　大山廻富士詣の後継作
鎌倉一覧文章  文政六年  鶴屋喜右衛門　高井蘭山校　勝間龍水編
鹿島詣文章  文政六年  岩戸屋喜三郎　膝耕徳書
日光詣結構往来  文政七年  岩戸屋喜三郎　東里山人
六阿弥陀詣  文政十一年 西村屋与八
下総名所往来  文政十一年 西村屋与八原板　文網堂求板
第五期
筑波詣  天保三年  森屋治兵衛　高井蘭山　花屋寛政十二年板を原板
上州草津温泉往来 天保三年  森屋治兵衛　西宮新六文政六年板を原板
箱根社道了宮七湯廻文章 天保三年  森屋治兵衛
（鹿島詣）  天保頃か  森屋治兵衛　花屋寛政十二年板を原板か
（日光拝覧文章）  天保頃か  森屋治兵衛　柳塘山人書　花屋享和元年板を原板か
（戸隠善光寺往来） 天保頃か   森屋治兵衛　十辺舎一九　西宮新六文政五年板を原板か
大師河原詣  弘化四年  藤岡屋慶次郎
日光詣結構往来  弘化四年  森屋治兵衛　東里山人
日光まうで  安政三年  松下堂芳山作
榛名詣  安政期  上州屋政次郎















不明な点が多い。文政期には読本作家として成功するが、彼の初めての読本は享和三年（一八〇三）の『絵 三国妖婦伝』であ から、彼が花屋と組んだ時期は、 十歳過ぎで、未だ 前であった。　
次に掲げる数字は、高井蘭山が関わったことが明確な参詣型往来の現



























（一七九四）の『上州妙義詣』の成功により、後の読本作家としての地位を固める契機を作ったと言えよう。そのことより重要なこ は、 「撰」であったものが、 「跋」 ・ 「閲」 ・ 「校」へと関与の在り方が変質していること る。これは 蘭山が次第に名声を手にした で、彼が目を通
したといういわばお墨付きを与えうる立場に上り詰めたことを示している。 文学作品としては決して質が高いものではない参詣型往来の仕事は、当初駆け出しの作家にとって重要な生活の糧であった。　
また第二期には、若干ながら未だに上方への劣等感が見受けられる。

























である。 『日光詣結構往来』 作者東里山人は細川浪次郎と言い もと麻布三軒家に住む幕府の与力で、この参詣型往来を記した時にはおよそ三十四才 ったと考えられ、読本・洒落本・人情本など幅広く手がける作家であった。　
十返舎一九もまた武家 出で、重田貞一と言い、駿府町奉行同心の子




   金草鞋十三編草津道・善光寺参詣（文政三年）→戸隠善光寺往来、上
州草津温泉往来（文政六年）
　
   箱根社道了宮七湯廻文章（文政五年）→金草鞋廿 編箱根山七温泉江




















広がりを見せている。このことは、その後場所場所で後に大きな影響力を持つ地誌や名所案内が登場してきても、読みやすく適度に情報を盛り込み、且 携帯に便利なものとして一定度受容があったことを示唆 ている。この背景には、花屋が多数世に送り出した参詣型往来が、多くの新たな名所を対象としていたという彼の先見 明があっ 。ただし 創
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意工夫に溢れていたのは、第二期と第四期のみである。これは往来物としての定型があるため、新たな名所を打ちだすか、従来のものに絵図や縁起を付して情報量を強化していくことしか、その殻を破る手段がなかったからである。❷花屋の出版計画と寺社参詣の大衆化Ⅰ、 【参詣型往来の転換期】　
第二期すなわち参詣型往来の大きな転換点を生み出したのが、花屋久








と先の『上州妙義詣』で予告されていたものも含めて、大方順調に刊行されている。ただし「近刻」としてあった『都名所往来』 『目黒詣』は出版 なかった。その代わり、 『上州妙義詣』で広告がなかったけれども、刊行されたものがあった。それが次の八書である。
浅草詣、身延詣、鹿島詣、江戸菅原詣、上州榛名詣、日光詣、かまくら詣、新編筑波
これは、参詣型往来物の実用性が認識されるにつれ、榛名・身延・鹿島・日光・鎌倉など「関東の縁」に位置する諸参詣地への往来物も順次計画されていった結果であろう。つまり、手習いの本として 旧 『竜田詣』 『松島八景往来』 『東海道往来』 継承作として『上州妙義詣』や『真間中山詣』などを刊行したつもりが、思いがけず別の用途 脚光を浴びたのではないだろうか。こうした需要 変質に対応するため、結果として星運堂も関東一円に対象地を広げていったのであろう。この点をもう少 論証してみたい。　
まず寛政六年（一七九四）には刊行の予告をされながら、享和三年









世界とは、彼ら が自ら読み なした歴史書、歌集の知識に加え、地誌や先人の紀行文の記述と、眼前の光 の多様なズレを楽しむ旅である。こうした旅世界では、往来物の入り込む余地 ない。往来物を購入する階層とは合致しないわけである。名所案内と ての機能を帯びてきた第二期においては、もはや近江八景と同じような意義 金沢八景に見いだせなかった いうことである。　
もう一つ『目黒詣』も見ておこう。これも刊行が撤回されたものであ



















と述べているように、池上・目黒・品川一帯は、ひとつの行楽地として認識されていた。またこれに矢口、大師河原、羽田な を加えた一泊の参詣も成立し 『矢口詣』がもともと周遊コースとして構成されていたということは、 寛政六年（一七九四）以前にすでにそのようなルートの原型があった の証拠である。その後平間寺の名声 高まりと共に、周遊ルート して定着していき、 『矢口詣 への集約が行われたの
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である。　
このように、寛政六年（一七九四）から享和三年（一八〇三）の九年








いて有力な名所案内記の類があるか否かが大き 意味を持 いたからである。東海道筋の場合、花屋の出版が軌道に乗り始め 寛政九年（一七九七）に『東海道名所図会』が刊行された。そのため、東海道筋の往来物がしばらく登場しえ い土壌を作ったのである。先述の『矢口詣』への集約化もこの余波であるとも考えられ 。結果として、 『東海道名所図会』以前に刊行された『鎌倉詣』 ・ 『江嶋詣』を除いて、東海道筋の名所への参詣型往来物は出ず、第四期まで待たざるを得な った
しかも第四期となると、第二期には無かった他の名所案内記が増えつつあった。結果として富士・大山においては、 一作品のみということとなったのである 例えば、その『大山廻富士詣』は、甲州道中・吉田口から富士登拝する『新撰富士詣』とは違い、往復東海道を利用して須走口から富士山へ登山す ルートをとっており、本来大山参詣 主題として作ろうとした意図が見え隠れする。実際、 巻末広告では『大山并富士山詣』となっており、 大山と富士を並立 する往来を作ろうとし いたものの、『大山廻富士詣』という形で富士参詣を主題に持ってくる形態を取らざるを得なかった。それは、花屋などが当該地域へ 参詣型往来を出さない間に、
①寛政元年（一七八九） 『相州大山順路之記』②寛政九年（一七九 ） 『東海道名所図会』③文化十四年（一八一七）瀧亭鯉丈『栗毛後駿馬 初編（ 『大山道
中膝栗毛』 ）
④文政四年（一八二一） 『江嶋鎌倉大山参詣記』


































が動態化し、講が形成されていく が宝暦 。この頃から、伊勢参宮への道中日記が多 残りはじめ、伊勢参宮だけでなく西国巡礼を組ませたいわゆる「伊勢参り」が広汎化していった。そしてそれに伴い参詣地の複合化が起こるのが明和・安永期である。これを期に徐々に、各地へ単一的に営まれていた参詣形態が変容し、互い 参詣者が同質化し、それまで 道中記のような各街道を主と た出版物では飽き足らなくなった。こうして三都外への名所案内記の類が登場する状況が整ってきたのである その裏には、それぞれの地域・寺社・名所に対して初めて訪れる旅人、さほど知識を持たない旅人、決してそこを主目的な地としていない旅人がそこかしこに頻出してきたこと ある。　
こうした時期に登場したのが名所図会と参詣型往来物であった。名所
図会は、安永九年（一七七〇）の『都名所図会』 端緒 し、寛政九年（一七九七）の『東海道名所図会』 ・ 『伊勢参宮名所図会』に続いて、文化二年（一八〇五）の『木曽路名所図会』が刊行されて 。この名所図会と、往来物との関連性について述べ と、 『東海道名所図会』は星運堂の出版活動と期を一にし いる。これに対して、 『木曽路名所図会』の場合、参詣型往来に比べ大分遅れて 。この とが参詣型往来 出版計画に影響を与えていたと考えられる。　
寛政九年（一七九七）の時点において、十七世紀から名所案内絵図・






































































































































天明 6 年 △山吹日記（奈
佐勝皐）





















寛政 3 年 △雨降山乃記
（坂本栄昌）
飛鳥山往来
寛政 4 年 ○大山不動霊験
記（心蔵）





寛政 7 年 （成田詣） （鎌倉詣） （鎌倉詣） 新撰雑司谷詣・
府中六所詣
寛政 9 年 東海道名所図会
（京）
東海道名所図会 東海道名所図会 東海道名所図会 東海道名所図会 東海道名所図会
寛政 10 年 △成田の道の記 新編王子詣
寛政 11 年 鹿島詣（山口屋
藤兵衛）
寛政 12 年 鹿島詣文章 鹿島詣文章，筑
波詣

























文化 4 年 嘉陵紀行（始）
文化 5 年 △草津道の記
（小林一茶）






































文化 8 年 六あみだ詣





文化 10 年 金草鞋（十辺舎
一九）（始）
筑波詣 堀内詣




















文政 3 年 金草鞋十三編善
光寺草津道中

















































文政 7 年 日光詣結構往来 △鹿島参詣記
（竹村立義）




文政 11 年 湯殿山詣文章・
近江八景詩歌
隔掻録 下総名所往来


































天保 6 年 △雨降山の日記
（源真澄）

























天保 10 年 ○相中留恩記略
（福原高峰）
○相中留恩記略 ○相中留恩記略 ○相中留恩記略
















嘉永 3 年 大師河原道の記













安政 4 年 身延参詣甲州道
中膝栗毛（仮名
垣魯文） 
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『江島詣』 『大師河原詣』を除けば、 『東海道名所図会』が刊行されて以降、第四期の文政五・六年まで東海道筋では、新しい参詣型往来が出なかった。　
一方、 『木曽路名所図会』が出た文化二年（一八〇五）は、すでに『上








































































































































































































横山邦治『読本の研究』 、 風間書房、 一九七四年。福田安典「高井蘭山伝考」 『読








































三都外への名所案内図については、西田與四郎「奈良の古地図」 （ 『奈良叢記』 、
駸々堂書店、一九四二年） 、白石克「江戸時代 鎌倉絵図―諸版略説」 （ 『三浦古文化』三四、 一九八三年） 、矢守一彦『古地図 風景』 （筑摩書房、一九八四年） 、山田浩之「近世大和の参詣文化―案内記・絵図・案内人を例とし 」 （ 『神道宗教』
106
国立歴史民俗博物館研究報告
第 155 集　2010 年 3 月




















山本英二「解説」 『木曽路名所図会』 〈版本地誌大系六〉 、 臨川書店、 一九九五年。
（
（0）　
小井川百合子 仙台の町板について」 『近世地方出版の研究』 、 東京堂出版、
一九九二年。同「仙台の書肆について―西村治兵衛 西村治右衛門、伊勢屋半右衛門、伊勢屋安右衛門」 『仙台市博物館年報 二 一九七九年。
（
（（）　
























































The study of Oraimono textbooks was started by pioneering achievements such as the “Classified catalog of 
Oraimono” edited by Kintaro Okamura, the “Outline of Japanese Textbooks - Oraimono” edited by Ken Ishikawa 
and Matsutaro Ishikawa, and the “Formation and Development of Oraimono” written by Matsutaro Ishikawa. 
These works mainly studied the formation process and genealogy of Oraimono textbooks. It was not until the 
publication of a series of academic works from the year 2000 that the social role of Oraimono textbooks drew the 
attention of researchers. However, the studies have never departed from the viewpoint of educational history 
or the fixed concept of “textbooks for educating common people.” Therefore, the Oraimono textbooks of the 
“pilgrimage type” studied in this article have also been evaluated as merely a ’temporary fad that got on the 
traveling boom of “Dochu Hizakurige”.’In this sense, the study of the social role of Oraimono textbooks still has 
considerable potential.
Thus, this article focuses on Oraimono textbooks published in Edo and divides them into periods as follows: 
the first period （Meiwa to Kansei Periods）, the second period （Kansei 6 to Bunka 10）, the third period （Bunsei 
4 and following）, the fourth period （Bunsei 5 and following）, and the fifth period （Tenpo 3 and following）. The 
regular Oraimono textbooks published in Kyoto and Osaka were published in Edo in the first period, while the 
original books were published in the second and fourth periods. The books published in the previous periods 
were recycled in the third and fifth periods. In the second period, books were published with a relatively liberal 
concept, but in the fourth period, guidebooks and geographical books were already overflowing among the public, 
and differentiation from other books was necessary. There were also many easy publications that diverted other 
books such as that of Juppen Ikku. The popularity of authors rather than the contents was used to sell books.
During the Kansei Period when Oraimono textbooks of the pilgrimage type appeared, there were almost no 
books capable of responding to the “popularization of traveling” except in three major cities. Oraimono textbooks 
were used as practical works for traveling, while the value of Oraimono textbooks of the “pilgrimage type” was 
also enhanced by adding practical information such as benefits, Kaido （highway） maps, etc. to the body texts. 
Moreover, Oraimono textbooks of the “pilgrimage type” also played a “geographical” role in first-time visits to 
many regions, hence contributing to the local education of geography, and helping create a major historical trend 
of geographical books edited by local residents in later years.
Key words: textbook, guidebook, kansei period
Books and Pilgrimage to Temples and Shrines：Based on Analysis 
of Oraimono Textbooks on Travel
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